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「メインレコードにサブテーブルのデータを結合」の設定



No.2

「メインレコードにサブテーブルのデータを結合」の設定

機能を有効にすると最大3つのサブテーブルのデータをメインレコード

に結合可能です。

結合するサブテーブルと行数を選択します。

帳票タイプが「一覧タイプ」でもご利用可能な機能なので

kintoneのレコードをまたがる一覧画面でのPDF出力時にテー

ブルのデータを出力する事が可能になります。

k-Reportでの結合するテーブルの行数分だけマージさ

れます。仮にkintone側に4行のサブテーブルのデータが

入っていてk-Report側で5行結合する設定にした場合

は不足する1行分はPDF生成時に空白になります。
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「メインレコードにサブテーブルのデータを結合」の設定

「メインレコードにサブテーブルのデータを結合」を設定後に帳票デザ

イナーを開きkintoneから挿入するアイテムを検索すると「TBL～」か

ら始まるアイテムを選択する事ができるようになります。このTBL～が

サブテーブルからメインレコードにマージされたデータになります。

「kintone：main」を選択する

マージされたサブテーブルのフィールドの名称ルールは下記の通りです。

TBL[フィールドラベル]：[テーブルコード]#[テーブル行番号]#[フィールドコード]

※選択出来るテーブルのフィールドのと行番号は前ページでの設定内容が反映されます
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「メインレコードにサブテーブルのデータを結合」の設定

「kintone：main」にマージされたサブテーブルのデータ

を必要数分配置します



No.5

「メインレコードにサブテーブルのデータを結合」の設定

出力サンプルです

一覧印刷でサブテーブルのデータが利用可能になります。この例の場合

は最大5行のサブテーブルのデータを出力しています。

オリジナルのメインレコードのデータ



ありがとうございました
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